
　　

　　

発行　特定非営利活動法人玉川まちづくりハウス

〒 158‐0085
東京都世田谷区玉川田園調布 2-11-10
tel.03-3721-8699   fax.03-3721-8986

玉川まちづくりハウスは、住民主体のまちづくりをお手伝いする特定非営利活動法人 (ＮＰＯ法人 )です。

Email　house@tamamati.com
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日時 ： 2025 年 7 月 13 日 （日）

　　　　 14:00 ～ 16:00

会場 ： 玉川田園調布会館

講師 ： 飯田勝利さん （ナイスケア世田谷介護センター）

　　　　 近藤陽介さん （チーム大田）

参加費 ： 500 円　

お申し込み ・ お問い合わせ

　　　　　03-3721-8699

　　　　　玉川まちづくりハウス

プレーリヤカーでの公園遊び /奥沢公園　　　　　　　　       

楽多の会定例会/デイホーム玉川田園調布

住宅まちづくり総合相談/ 砧総合支所

お隣さまお茶会/チャームプレミア田園調布

住宅まちづくり総合相談/ 玉川総合支所

プレーリヤカーでの公園遊び /奥沢公園　　　　

玉川まちづくりハウス定例委員会 /スペースえんがわ inn

タマデン marchè/ アビターレ前

プレーリヤカーでの公園遊び /ねこじゃらし公園

街角保健室 / スペースえんがわ inn

住宅まちづくり総合相談/ 玉川総合支所

玉川田園調布一,二丁目住環境協議会総会/玉川田園調布会館

　

　予定・詳細は HP　https://tamamati.com/ にてご確認ください

７月号にかかわったひと

伊藤雅春　 染野和夫　

高橋阿貴　小西玲子 

柴田希美絵　池田麻未

昆野敬子　　

 ６

ハウスの会員数

特別正会員 

正会員

ニュース会員

5名

28 名

58 名

  ２日 (月 )

　５日 (木 )

　６日 (金 )

　９日（月）

１２日 (木 )

１３日 (金 )

１５日 (日 )

１７日 (火 )

１８日 (水 )

２６日 (木 )

２９日 (日 )

ハウススケジュール＆プレイバック

７

楽多の会定例会

10:00 ～ 12:00　　　　　　　　　　　　　　 デイホーム玉川田園調布

ここからカフェ九品仏

13:30 ～ 15:30　　　　　　　　　　　　　　 九品仏複合施設 2 階

住宅まちづくり総合相談

13:30 ～ 15:30　　　　　        玉川総合支所

玉川まちづくりハウス定例委員会

9:30 ～ 11:00　　　　　　　　　 スペースえんがわ inn

お隣さまお茶会  

13:30 ～ 15:30　　　　　　　　　　　　　　 スペースえんがわ inn

街角保健室

13:30 ～ 15:30　　　　　　　　　　　　　　 スペースえんがわ inn

タマデン marchè　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

10:00 ～ 15:00 予定　　　　　　　　　　  アビターレ前

住宅まちづくり総合相談

13:30 ～ 15:30　　　　　        玉川総合支所

住宅相談ネット会議

10:00 ～ 12:00　　　　　        世田谷区役所

  ３日 (木 )

　５日 (土 )

　

１０日 (木 )

１１日 (金 )

１４日 (月 )

１６日 (水 )

２０日 (日 )

２４日 (木 )

ハウスカレンダー

　　

日時 ： 2025 年 7 月 14 日 （月）

　　　 　13:30 ～ 15:30

会場 ： space えんがわ inn         

　　　　　玉川田園調布 2-12-6

　　　　　参加費 ： 500 円  ※要予約

申込 ・ 問合　 03-3721-8699
　　　  玉川まちづくりハウス

湯澤則子さん ★　中山典星さん

 　　　　

13:30 ～ 15:30　　　　　        玉川総合支所

住宅相談ネット会議

13:30 ～ 15:30　　　　　        玉川総合支所13:30 ～ 15:30　　　　　        玉川総合支所13:30 ～ 15:30　　　　　        玉川総合支所13:30 ～ 15:30　　　　　        玉川総合支所

心と身体を
動かしましょう

 玉田シニアサロン

第 112 回 お隣さまお茶会

 　　　　
第 85 回 ここからカフェ九品仏

おはなしを楽しむ会

日時 ： 2025 年 7 月 5 日 （土）
　　　 　13:30 ～ 15:30
講師 ： のびのびおはなし会
　　　　　田中英子さん　松澤幸子さん
会場 ： 九品仏複合施設 2 階
         世田谷区奥沢 7-35-4

参加費 ： 300 円  ※要予約
申込 ・ 問合 ： 090-3961-8514
　　　　　　　　　（ここからカフェ九品仏　湯澤）

今のこどもも、 昔のこどももご一緒に

おはなしの世界にたびたち、 あそびましょう

 ケアマネージャーのお仕事 　　　　

八幡小学校改築だより　令和 7年 4月

世田谷区教育委員会事務局　教育環境課

第 39 回　玉川田園調布住環境協議会開催

 　6 月 29日 ( 日 )10 時～ 12時玉川田園調布会館にて世

話役 14 名を含む 15 名が参加し (総数 30 名　委任状 11 名 )

の第 39回玉川田園調布住環境協議会が開催されました。
　2024 年度の会計報告、2023 年度は新築計画届け出が
なかったが、2024 年度は 2025 年 1 月に入ってから立
て続けに 5件、いずれも戸建て住宅の新築計画が届けら
れたことを報告しました。住宅以外の用途の建物はあり
ませんでした。
　建設費は下がることはないでしょうし、人口が減り、
これからは、新築戸数の減少が予想されているなかでも、
良好な住宅地として、玉川田園調布に住居を求めてい
らっしゃる方がいるのだなと感じます。住環境協議会と
して、新築だけでなく、敷地の有効な使い方、緑の残し
方などを含めて、お伝えしていければと思っています。

　玉川田園調布内のコンビニが閉店したこと、秋に環八

沿いのスーパーマーケットが閉店予定であること、また

八幡小学校の改築の計画が動き始め世田谷区教育委員会

から、アンケートのお願いが来ていることなどについて

もお知らせしました。

　小学校改築スケジュールは右の改築だよりにあるよう

に基本構想などを経て、令和 11 年に工事となっていま

す。住環境協議会事務局として下記説明会に出席する予

定です。

　出席のみなさんからは、戸建て住宅が集合住宅に変
わっていってしまうと、町会に入会する人も減るので
はないかという懸念や、良好な住宅地に、配慮せず店
舗を入れていくのは住環境が壊れていくのではという
意見と、いや或る程度の利便性は大切という意見、地
区内で鶏を飼う方へ、もっと働きかけができるのでは
ないかという意見などが交わされました。

八幡小学校改築基本構想説明会

7月 6日 ( 日 )14:00 ～ 15:00

7 月 9 日 ( 水 )17:00 ～ 18:00

会場　　八幡小学校ランチルーム

　地区計画とは、それぞれの地区の特性に応じて、一体
的に良好な環境を整備・開発・保全することを目的とす
る都市計画法で定められた手法です。条例によって定め
られ、都市計画で決定されれば、賛成・反対に関わらず
地区計画区域全域に対して強制力を持ちます。
　自分たちの住む街の環境に主体的に関われる仕組みで
す。多くの方が関心をもって参加してくださるよう、玉
川まちづくりハウスは住環境協議会事務局として努力し
ていきます。



　　

　　　　　　だるまのお寺

    　　 　 　大阪の箕面にある勝尾寺に行きました。

            必勝祈願のお寺として有名だそうで、達

磨がたくさん奉納されている大きな棚を見ることがで

きます。

　掌くらいの小さな達磨に入ったおみくじも引けて、

おみくじを抜いたあとの達磨がお寺の中のあらゆると

ころに置いてあります。灯篭の傘の上、門の枠の中、

樹の股など、あらゆるところに鮮やかな朱色の小さな

達磨がいる風景は圧巻でした。

　　　　 治安を感じる風景

　　　　　旅先で比較的大きなホテルに泊まりました。

　　　　地域としては治安が良くない場所と聞いてい

ましたが、ホテル自体は綺麗で怖いこともなかった…

のですが、朝８時にチェックアウトし、ホテルから駅

までの道で、道路に寝転がっている人を見ました。

　酔っ払いかな？と思ってよく見たら、二人の男性が

重なっていて、どうやら喧嘩の終盤の様子でした。騒

ぐでもなく、ただ何かを会話している姿が、なんだか

映画のようでした。

暮らしのつぶやき　2025 年　７月

　　　　

　　　　　　　　　両方必要　  

　　　　　最近会社で、今までと同じやり方ではな

　　　　く、大きく事業の在り方や働き方を変えよ

う、とする動きが活発です。

　その際、新しい技術や考え方を導入するためには、

結局、今までのやり方や歴史をよく理解している人

も必要なのだということを強く感じています。

　新しい知識を学びつつ、それを本当に根付かせる

ために、自分の持っている今までの経験を活かせた

らいいなと思います。

   　　　　　　日焼け

　　　　　　急に熱く、日差しも強くなってきたの

　　　　　　で、慌てて日傘を引っ張り出しました。

　日光を遮るだけで大分涼しいと思いましたが、肘

から先と脛から下だけあっという間に日焼けしてし

まいました。

　物理的に日差しを遮ることがまず優先と思います

が、最近は接触冷感という、触れるとひんやりする

生地のアームカバーも出ているので、それも今年

チャレンジしてみたいです。              ( 貴 )

地域の歴史を辿る

その31
　　　　第３１回　　「世田谷区の誕生・その②」　　　奥沢地誌保存会・染野和夫　

地域 GAYAGAYA
　　地域の動きや、話題を地域の方々に手伝っていただいて紹介していくコーナーです。

　前月号で、昭和 7年 (1932)10 月 1 日に東京市周辺
の 5郡 82 ヶ町村が東京市に編入され、新たに 20区を
設置、東京市はそれまでの 15区と合わせて 35区とな
り「大東京市」と呼ばれ、この時に世田谷区も誕生した、
迄のお話しをしました。今回は、その後に 35区が現在
同様の 23区になる迄の話です。
　昭和 7 年に 35 区となった 4 年後の昭和 11 年
(1936)10 月 1日、北多摩郡千歳村と砧村が世田谷区に
編入され、現在の東京都区部の範囲が確定しています。
　その後、昭和 18年（1943) ７月１日に、東京都制が
施行され、それまでの東京府と東京市は廃され、東京
府の範囲に東京都が設置されるとともに、旧府庁と旧
市役所の機能は東京都庁に移されました。都制実施後
も 35区はそのまま都の下部組織として存続します。 
     

　終戦後の昭和 22 年 (1947)3 月 15 日、25 区は 22 区に整理統合され、さ
らに同年 8月１日、板橋区が練馬区から分離して 23区となりした。
　統合の理由は幾つか考えられますが      
　①戦災によって各区の人口その他に甚だしい差異が生じたため、これを調
　整しないと復興その他の施策に支障がある事。   
　②地方制度の改正によって自治権が拡充されたため、各区が自治体として
　の機能を十分に発揮する上で、区政が相当充実した基礎の上に立つことが
　必要とされたため。　　 （昭和 22 年 3 月 10 日、東京都告論 1号）  
    
          

    

 

　さて、新しい23区と旧35区の関連を見ますと、千代田区(麹
町、神田 )、中央区 ( 日本橋、京橋 )、港区 ( 芝、麻布、赤坂 )、
新宿区 ( 四谷、牛込、淀橋 )、文京区 ( 小石川、本郷 )、台東区
( 下谷、浅草 )、墨田区 ( 本所、向島 )、江東区 ( 深川、城東 )、
以上の旧市域 15区が 8区になり、旧郡域の品川区 ( 品川、荏
原 )、目黒区、大田区 ( 大森、蒲田 )、世田谷区、渋谷区、中野区、
杉並区、豊島区、北区 ( 滝野川、王子 )、荒川区、板橋区、練
馬区、足立区、葛飾区、江戸川区と、新区部 20区が 15 区に
再編され、東京 23区となって現在に至っています。

　　　世田谷区成立時の
世田谷区役所庁舎 (昭和 7年頃 )

世田谷

世田ケ谷

碑衾

玉川

松沢

目黒

千歳

砧

駒沢

昭和 7年・昭和年 11 年
近隣町村編入図

東京区部の変遷

大森

品川
荏原

地区計画 ・ 地区まちづくり協定と玉川田園調布住環境協議会

　きっかけは、住宅地の細分化による緑の減少や、建て詰
まりによる火災時の危険、近隣トラブルに対応することで
した。玉川で田園調布会はこの問題に積極的に取り組むこ
とになり、玉川まちづくりハウスがメンバーの専門的知見
と経験を活かして協力して取り組むことになりました。
　こういった地区の問題を解決するためには世田谷区の
「街づくり条例」に基づく「まちづくり協議会」の設立と
玉川田園調布に「地区計画」を必要と考え、設立のための
アンケートや準備会に取り組み始めたのは今から 30 年程
も前の 1996 年のことです。
　何度かの準備会を経て、1997 年 5月、「まちづくり」よ
りも「住環境」とした方がわかりやすいという地域の方の
意見から「玉川田園調布住環境協議会」が設立しました。 
        

        

        

　それから足かけ 2年、12回の協議会開催を経て、1998
年 12 月、当時の大場世田谷区長に「玉川田園調布 1,2 丁
目地区まちづくりの提案」を渡し、そこからまた、世田
谷区の都市計画審議会や東京都の都市計画審議会を経て、
2000 年、玉川田園調布 1,2 丁目地区計画」「玉川田園調布
1,2 丁目地区協定」が策定され、6月には、実際の新築計
画の窓口としての計画確認チームの活動が始まりました。
現在も、地区内の新築計画について、工事業者、建て主、
設計者等に計画の内容を説明しに来ていただくこと、世田
谷区玉川総合支所街づくり課と連絡を取りつつ活動を進め
ています。
　2000 年以来地区内の新築計画は年平均 7～ 9件を推
移し、2024 年度末には 205 件を数えます。下図は玉川
田園調布 1,2 丁目での新築物件を記録した地図ですが、
多くが建て替わっていることが見てとれます。街の変化
は驚くほど早いものです。

　住環境協議会の役割として掲げられたのは、以下 4つ
■議論を重ねて、 街づくり条例に基づく 「地区まちづくり

　計画原案を作成し、 コンセンサスを得て、 世田谷区長に

提出する
■住環境上の問題について

  適切な方策を検討する場を

  設ける

■必要に応じて居住者と世田

  谷区など行政との間に立ち、

　住環境上の問題に取り組む

■相談窓口を設ける

地区計画、地区協定の内容につ

いては下の QR コードをご覧く

ださい。

2000 年～ 2025 年の
新築建物配置図
太枠内が地区計画対象地

玉川まちづくりハウスニュース３２玉川まちづくりハウスニュース


